














































































父称や ｢××の父 〔母〕｣という子称 (tekno-
nym)など､ある親族を基準にその人との関
係を表現する呼称が多用され､会話の状況と
対人関係に応じて使い分けられている｡
ところでジャワでは､成長段階や､巡礼の
旅から帰った後など社会的地位の上昇に伴っ
て社会的な立場が変化する都度､気軽に名前
が変えられる｡人類学者ピーコックによると､
この事実は､個人のアイデンティティの連続
性よりも､むしろ一つの状況で自分が占めて
いる社会的な立場と自分自身とを適切に釣り
合わせる事の方にジャワ人が大きな関心､を抱
いているからだと言う [Peacock.J.,The
AnthropologicalLens,1986]O
これは前近代的社会における個人の名前の
適時的な一側面だが､上の日本やアフリカの
事例は､共時的な次元でも全く同じような変
異が見られる事を教えてくれる｡こうした事
実は､西欧近代的な自己の概念を普遍的な前
提とする考察に反省を促さずにはいない｡
国民国家と個人の名付け
本連載の18回目では､アフリカの新 しい
｢国民国家｣の内部で生まれた諸々の新しい
権威や地位を保持 したいと人々が考え始めた
時に､伝統的な命名法が大きぐ変化し､その
行く手に苗字の観念が徐々に形成されて来る
と述べた｡だが､新たな政治的枠組みへの､
人々の自生的で創造的な対応が名付け慣行の
緩やかな変化を導 く以前に､国民国家に内在
する全く別の理論がそれを強く要請する事の
方が､現実には多いだろうと思われる｡
日本は､明治になると急速に国民国家の体
裁を整え､国際政治の場で遅れを取るまいと
腐心した.近代的な軍隊と産業を整え､西欧
的な学校教育を導入する｡そして､庶民にも
苗字と唯一の名前の組み合わせで個人名を表
記させた｡従来全国各地でばらばらに行われ
ていた個人登録制度を統一した戸籍法が制定
されたのは､明治 3年 (1871)である｡
言語の統一も図られた｡明治政府は､明治
19年 (1887)から言文一致を企て､同33年
(1920)には ｢国語｣を成立させた [北村淳
子 ｢台湾の日本語教育が内地の国語教育に及
ぼした影響｣『国際文化研究紀要』(横浜市立
大学)1,1995]｡また､｢文学も国家の観点か
ら見れば､軍隊と並ぶ国家的整備の一つであ
ることを､新興国家の例は教えてくれる｣
[田中克彦 『言語からみた民族と国家』､1978]｡
一方､二葉亭四迷が言文一致体による 『浮
雲』を刊行 したのが明治19-21年であり､
人々の主体的な動きも見落とせないだろう｡
ところで､言語学者松下周二は､個人の名
前が時代と共に変化して行く現実を直視して､
ハウサ人の名付けに関する ｢リラックスした
システムも､やれパスポートだの､やれコン
ピューターに登録するのだといった､お上の
圧力で､いっかね じまげられて しまうので
しょう｣と述べている [松下､前掲書]｡そ
して､｢"姓"のようなある程度不変な名前が
欠如している故に､-ウサ社会をコンピュー
タ化しようとしたら､えらい騒ぎになりそう
です｣[松下､前掲書]と言い添える｡
植民地化と独立を重要な契機として､アフ
リカ各地でも明治日本と相同的な現象が進行
した｡現代の脈絡では､松下が指摘する電脳
化も無視できない｡姓や苗字の観念は､錯綜
する現実の中でアフリカに導入されて来たの
である｡次回はその実情を少し立ち入って見
てみよう｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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